
発掘調査の様子

C ・ I ・ T ・ Y F U E F U K I  

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
平
成
21
年
１
月

か
ら
3
月
に
か
け
て
、
境
川
町
小
黒
坂
地
内
で

行
わ
れ
た
一
の
沢
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
を

報
告
し
ま
す
。 

　
一
の
沢
遺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
境
川
町
小
黒

坂
を
中
心
に
広
が
る
遺
跡
で
、旧
境
川
村
・
笛
吹
市
・

山
梨
県
の
各
教
育
委
員
会
に
よ
り
、
過
去
数
回
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
こ
の
遺
跡
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
て
い
て
、
一
の
沢
遺
跡
四
号
住
居
跡
か
ら

出
土
し
た
土
器
群
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
、
山
梨
県
考
古
学
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
古
墳
も
数
多
く
、
そ
の
う
ち
の

い
く
つ
か
は
現
在
で
も
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
さ
て
、
今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
今
か
ら
約
４

５
０
０
年
前
縄
文
時
代
中
期
の
竪
穴
（
た
て
あ
な
）

式
住
居
が
13
棟
、古
墳
が
１
基
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
跡
か
ら
は
、
う
ず
巻
き
や
波
な

ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
文
様
（
も
ん
よ
う
）
が
ほ

ど
こ
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
土
器
は
、「
曽
利
式
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る

一
群
に
含
ま
れ
、
山
梨
県
や
長
野
県
諏
訪
地
方
の

遺
跡
で
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
約
４

２
０
０
年
前
の
土
偶
や
黒
耀
石
（
こ
く
よ
う
せ
き
）

と
呼
ば
れ
る
ガ
ラ
ス
質
の
石
で
作
ら
れ
た
矢
じ

り
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
当
時
の
住
居
は
、
直
径
数
メ
ー
ト
ル
の
円

形
の
穴
を
掘
り
、
そ
の
底
を
平
ら
に
し
て
土
間
に

し
て
い
ま
す
。
土
間
に
は
直
径
数
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
深
さ
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
メ
ー

ト
ル
以
上
の
数
本
の
柱
穴
が
掘
ら
れ
た
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。
土
間
の
中
心
付
近
に
は
大
き
な
石
で

囲
ま
れ
た
炉
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
炉
の
中
に

は
真
っ
赤
に
焼
け
た
土
が
た
ま
っ
て
い
て
、
こ
こ

が
日
常
生
活
の
中
で
煮
炊
き
に
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
家
の
入
り
口
付
近
に
は
ほ
ぼ
完
全
な
形

を
し
た
土
器
が
埋
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
土

器
は
、
死
産
の
子
を
埋
葬
し
た
の
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
母
親
が
毎
日
、
土
器
の
上
を
ま
た
ぐ

こ
と
で
、死
ん
だ
子
供
の
魂
が
母
親
の
胎
内
に
戻
っ

て
い
く
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
市
内
の
別

の
遺
跡
で
は
、
埋
め
ら
れ
た
土
器
の
脇
に
土
で
で

き
た
鈴
が
供
え
ら
れ
て
い
た
例
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。 

　
さ
て
、
今
回
の
一
の
沢
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、

地
元
、
境
川
町
の
方
に
も
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
土
の
中
か
ら
大
き
な

土
器
が
出
て
く
る
た
び
に
歓
声
を
あ
げ
、
そ
の
土

器
を
掘
り
出
す
と
こ
ろ
を
み
ん
な
で
見
守
る
な

ど
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
業
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。「
そ
の
日
の
発
掘
作
業
の
成
果
を
話
題
に
、

家
族
や
孫
と
楽
し
い
ひ
と
時
が
過
ご
せ
た
」
と
話

し
て
い
た
参
加
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
も
、発
掘
調
査
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■募集人数　27人以内（夜間の会議に出席可能な方）
■任　　期　平成21年6月 1日から平成23年5月 31
　　　　　　日までの2年間 
■応募方法　電話・インターネット・電子メール・郵送・
　　　　　　ファックスのいずれかでご応募ください。
　　　　　　その際、氏名・住所・電話番号・生年月日
　　　　　　をお知らせください。
■募集締切　5月 15 日（金）

　男女共同参画社会の実現を目指して活動を行っている男女共同参画推進委員の任期が5月で満了を
迎えるため、次期の委員を募集します。 
 

　男女共同参画はまず家庭からと
考え、団らんのある家庭づくり推進
のために「家庭の日」を設ける取り
組みを行いました。 
　また、男女共同参画の意識を持っ
てもらうため、歌と体操、「家庭の日」
の語呂合わせをつくり、先日フォーラ
ムで発表したところ、来場者から好
評をいただきました。 
　今後は、出前講座を開催するなど、
地域での活動を進めていく予定です。 
 

〒406 －8510 笛吹市石和町市部777
笛吹市役所 市民環境部
市民活動支援課　市民活動支援担当
☎055(262)4138  FAX055(262)4115
電子メール
shiminkatsudoh@city.fuefuki.lg.jp

吹ちゃん笛ちゃん

市民みんなに 
広がると 
いいわね～ 

 
 

これからも 
頑張って活動して 
もらいたいね！ 

　男女共同参画推進委員の2年間の任期も5月いっ

ぱいまでと残り少なくなってきました。今回、各部会の

これまでの活動と次期への展望をまとめました。 

　また、条例検討委員会では条例案作成に向けて

検討中です。5月には、フォーラムや皆さんから寄せ

られたご意見なども踏まえ、案文をまとめる予定です。 

　商工会との意見交換会や「子育
てガイドブック」の学習、審議会など
の女性登用について市への申し入れ、
「県男女いきいき輝き宣言企業」3
社の訪問を行いました。その活動を
発表したフォーラムでは、来場者から
「宣言企業の社長の話を聞きたい」
と反響がありました。 
　今後は、市内の子育て支援団体
などの実態把握や事業主・従業員
との意見交換会を開催するなどして、
働きやすい環境づくりにつなげてい
きます。 

　区長・民生委員・教職員などの皆
さんとの懇談、フェスティバルや市の
行事へ参加しながら、男女共同参
画や女性の登用を訴えました。 
　区長の皆さんからは、「地区では
いつでも門戸を開いているが、女性
を責任ある役に推薦すると身を引い
てしまう傾向があるため、意識の向
上が必要」という話がありました。 
　古い慣習を打ち破り、誰もが地域
に飛び出せる社会を目指して、活動
を行っていきます。 

D・A・T・A

一の沢遺跡から
出土した土器


